
第２２期第２３回筑前海区漁業調整委員会次第

１ 日 時 令和５年１１月６日（月） １４：００～

２ 場 所 福岡県庁４階 漁業調整委員会室

３ 議 題

（１）福岡湾におけるアカガイ貝桁網漁業の許可方針について（協議）

資料１

（２）全国海区漁業調整委員会連合会日本海ブロック会議について（報告）

資料２

（３）その他
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資　　料　　１
（２２期２３回筑前漁調委）

（令和５年１１月６日）
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令和５年度福岡湾貝桁網漁業許可方針（案） 

 

１ 制限措置に関する事項 

（１）許可枠及び住所要件 

次表のとおり許可する船舶等の数の上限を設ける。漁業許可は次表に掲げ

る住所を有する者（漁業協同組合に加入している者については、その漁業協

同組合の住所に読み替えるものとする。）に対して行うこととする。 

区域名 
許可する船舶

等の数の上限 
住所要件 

筑前海区 ７ 福岡市 

  

 

（２）操業区域 

   筑前海区海面 

 

（３）漁業時期 

令和５年１２月１日から令和６年４月３０日まで 

 

（４）漁業を営む者の資格 

（１）に記載の住所要件のほか、漁業を営む者の資格は次のとおりとする。 

・筑共第８号共同漁業権管理委員会の同意がある者 

 

２ 許可の有効期間 

  令和５年１２月１日から令和６年４月３０日までとする。 
 

３ 条件 

（１）次に掲げる区域以外の海域においては操業してはならない。 

筑共第８号共同漁業権漁場内であって、次の（ア）～（ケ）及び（ア）

の点を順次に結んだ直線によって囲まれた海域のうち、区画漁業権漁場を

除いた区域 

  ◯箱崎地先 

（ア） 北緯 33 度 38.697 分 東経 130 度 23.144 分 

（イ） 北緯 33 度 38.511 分 東経 130 度 23.805 分 

（ウ） 北緯 33 度 38.110 分 東経 130 度 24.088 分 

（エ） 北緯 33 度 37.443 分 東経 130 度 23.813 分 

（オ） 北緯 33 度 37.246 分 東経 130 度 23.121 分 
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（カ） 北緯 33 度 37.394 分 東経 130 度 23.179 分 

（キ） 北緯 33 度 37.506 分 東経 130 度 22.458 分 

（ク） 北緯 33 度 37.828 分 東経 130 度 21.612 分 

（ケ） 北緯 33 度 38.081 分 東経 130 度 21.620 分 

 ※世界測地系 

 
 （２）日没から日の出までの間は操業してはならない。 
 （３）桁の幅（内径）は、１ｍ以内でなければならない。 
 （４）網の目合は、８ｃｍより細目のものを使用してはならない。 

（５）アカガイ以外を目的に採捕してはならない。 

（６）４月１日から４月３０日の期間中、混獲されたなまこは採捕してはなら

 ない。 

 

４ 資源管理の状況等の報告 

福岡県漁業調整規則第 21 条の規定により、許可を受けた者は別紙様式にて

毎月翌月末日までに報告すること。 

 

附 則 

この許可方針は令和５年１１月 日から施行する。 
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令和６年度　全国海区漁業調整委員会連合会日本海ブロックの要望事項について

要望
項目

　提案海区 新規 ・継続 　議　　　題

Ⅰ

Ⅱ

Ⅲ 青森県西部 継続 太平洋クロマグロの資源管理について

Ⅲ 秋田 継続 太平洋クロマグロの資源管理について

Ⅲ 新潟・佐渡・富山・石川・福井・山形 継続 クロマグロの資源管理について

Ⅲ 京都 継続 クロマグロの資源管理について

Ⅲ 但馬 継続 くろまぐろの資源管理について

Ⅲ 鳥取 継続 太平洋クロマグロの資源管理について

Ⅲ 島根県連合 継続 クロマグロの資源管理に係る対策等の充実について

Ⅳ 青森県西部 継続 海洋環境の変化・変動に対応した資源管理等の推進について

Ⅳ 山形 継続 日本海における大中型まき網船団の監視体制の強化について

Ⅳ 新潟・佐渡・富山・石川・福井 継続 沿岸漁業と大中型まき網漁業の調整および制限について

Ⅳ 京都 継続 沿岸漁業と大中型まき網漁業の調整について

Ⅳ 山口県日本海 継続 沿岸漁業と大中型まき網漁業との調整について

Ⅴ 京都 新規 漁業法改正後の定置網漁業の資源管理について

Ⅴ 但馬 継続 新たな資源管理の進め方

Ⅴ 島根県連合 継続 水産政策の改革に伴う資源管理の推進について

Ⅵ 新潟・佐渡・富山・石川・福井 継続 外国漁船の取締強化と漁業者の安全確保について

Ⅵ 但馬 継続 日本海における漁業秩序の確立と取締体制の強化について

Ⅵ 鳥取 継続
日韓暫定水域及び我が国排他的経済水域における漁業秩序の
確立について

Ⅵ 鳥取 新規 北朝鮮ミサイル発射に係る漁船の安全操業の確保について

Ⅵ 島根県連合 継続 日韓漁業協定の実効確保と監視取締体制の充実強化について

Ⅵ 島根県連合 継続
北朝鮮の弾道ミサイル発射等に対する漁業者の安全確保につ
いて

Ⅶ 山形 継続
プレジャーボート利用者に対する賠償責任保険の加入の義務化
について

Ⅶ 新潟・佐渡・富山・石川・福井・山形 継続 ミニボート利用者の資源管理と危険行為の防止について

Ⅶ 新潟・佐渡・富山・石川・福井 継続 遊漁者に対する操業ルール作りと漁業との調整について

Ⅶ 京都 継続 ミニボートの安全対策について

Ⅶ 但馬 　 継続 遊漁者の水産資源の利用に対する管理体制の整備

Ⅶ 山口県日本海 継続 ミニボート等及びスピアフィッシングに対する指導強化について

Ⅶ 山口県日本海 新規 水上バイクに対する指導強化について

（要望項目の区分） 議題数

Ⅰ　海区漁業調整委員会制度について 0

Ⅱ　沿岸漁場の秩序維持について 0

Ⅲ　太平洋クロマグロ資源管理について 7

Ⅳ　沿岸資源の適正な利用について 5

Ⅴ　漁業法改正後の制度運用について 3

Ⅵ　外国漁船問題等について 6

Ⅶ　海洋性レジャーとの調整等について 7
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資　　料　　２
（２２期２３回筑前漁調委）

（令和５年１１月６日）


